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遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

明
石
城
跡
は
、
江
戸
時
代
に
な

っ
て
小
笠
原
忠
政
（真
）
に
よ
っ
て
築
か
れ

た
明
石
藩
の
城
郭
で
、
そ
れ
に

伴
っ
て
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の
建
設
も
進
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ら
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。

今
回
の
調
査
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再
開
発
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で
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ノ
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域
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士
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屋
敷
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い
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継
ぎ
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補
修
す
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際
、
取
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え
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ
の
土
器
の
所
有
者
を
明
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

文
久
年
間
の
絵
図
に
よ
る
と
、
調
査
地
点
に
相
当
す
る
位
置
に
あ
る
屋
敷
の
家

名
は

「吉
田
」
で
あ
り
、
こ
れ
と

一
致
す
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こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
今
回
出
土

の
上
器
は
、
絵
図
の
正
当
性
を
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付
け
る
資
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と
い
え
よ
う
。
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ω
は
調
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北
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所
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す
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月
照
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札
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あ
る
。
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講

焼
E「



1997年 出上の木簡

講
の
も
の
で
、
表
は
焼
印
が
捺
さ
れ
、
裏
面
に
墨
書
が
み
ら
れ
る
。
参
加
者
の

個
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
は
細
長
い
板
に
平
仮
名
を
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
材
は
下
部
を
欠
く
。
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